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２．中学校生徒向けアンケート
対象 市内中学１～３年生
実施期間 令和８年６月３日～６月１７日
方法 学校を通じて、回答フォームを配信し、各自タブレットで回答
回答者数    2,651人（回答率88％）

１．調査目的 
学校部活動に代わり、地域で中学校生徒の活動を支える「部活動の地域展開」の推進にあたり、

児童・生徒、保護者に対し、学校部活動と地域クラブをはじめとする学校外活動に関するニーズ
や現状の課題、地域展開に関する意識を把握するために調査を実施するもの。

３．保護者向けアンケート
対象       市内中学１～３年生の保護者
実施期間 令和８年６月３日～６月１４日
方法       配信サービス「きずなネット」を通じて、回答フォームを配信し、

各自スマホ等で回答
回答者数      903人

４．小学生向けアンケート
対象 市内小学６年生
実施期間 令和８年６月９日～６月１９日
方法 学校を通じて、回答フォームを配信し、各自タブレットで回答
回答者数 913人（回答率96％）



〇回答者の所属する学校 中学校生徒向けアンケート〇回答者の学年

中学校

義務教育学校（後期課程）
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〇部活動の所属状況 中学校生徒向けアンケート

市内中学生の部活動（運動・文化）への加入率は8割を超えています。



〇【部活動に所属している生徒対象】
「部活動に所属している」目的や理由（複数選択可）

中学校生徒向けアンケート

好きなスポーツや文化活動ができるから

自分の体力づくりやスキルアップができるから

仲間や友達と一緒に活動したいから

希望する部活動は学校にはないが、何か部活動に所属したいから

周りの友達が入っているから

放課後特にやることがなく、放課後を過ごす場所がほしいから

その他

・生徒は、自分の好きな活動や体力づくり、スキルアップ、仲間との活動など積極的な目
的で部活動に参加しています。

・生徒にとって部活動が「友人・仲間との重要なコミュニティの場」であると同時に、「自
身の興味関心の追求や自己成長の場」として認識されています。

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【部活動に所属している生徒対象】
学校の部活動以外に取り組んでいる活動（複数選択可）※学習塾は含まない

中学校生徒向けアンケート

地域の運動系のクラブやチーム、教室等に所属し活動している

部活動以外に取り組んでいることはない

その他

部活動に所属している生徒の内、地域クラブにも所属している生徒は、回答者の約3割でし

た。

地域の文化系のクラブやチーム、教室等に所属し活動している

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【部活動に所属していない生徒対象】
学校の部活動以外に取り組んでいる活動（複数選択可）※学習塾は含まない

中学校生徒向けアンケート

地域の運動系のクラブやチーム、教室等に所属し活動している

部活動以外に取り組んでいることはない

部活動には所属していないが、地域クラブで活動している生徒は、回答者の、約1割でした。

地域の文化系のクラブやチーム、教室等に所属し活動している

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【部活動に所属せず、地域クラブに所属し活動する生徒対象】
部活動に所属せず地域のクラブやチーム・教室等に所属し、活動する理由

（複数選択可）

中学校生徒向けアンケート

学校の部活動に自分の希望するものがないから

部活動に所属しておらず地域クラブのみで活動する生徒は、自分の希望する活動について、

専門的な指導を受けれることや、個人のスキルアップといった目的意識をもって地域クラブ

に参加しています。また、他校生徒との活動もポジティブに捉えています。 

自分の意思やペースで活動したいと思ったから

自分の希望する活動ができるから

学校部活動より専門的な指導が受けられるから

自分の将来を考え、スキルアップしたいと思うから

学校部活動より自分に活動内容があっているから

学校を超えた他校生徒との交流など、多くの仲間ができるから

その他

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【部活動・地域クラブいずれも所属しない生徒対象】
部活動・地域クラブに所属しない理由（複数選択可）

中学校生徒向けアンケート

勉強に時間を使いたいから

部活動、地域クラブともに活動していない生徒は、趣味や興味、勉強といった「個人のライ

フスタイル」や「時間の使い方」を優先したい生徒が多く、また、部活動や地域クラブが、

これらの生徒が希望する活動とマッチしていないこともうかがわれます。

趣味など自分の自由な時間に使いたいから

活動したい場所までの移動が困難だから

興味のある活動がないから

希望する活動は学校にはないが、
地域クラブに参加してまでやりたいと思えないから

地域クラブ等で他校の生徒と活動することや
学校の先生外の指導を受けることが不安だから

その他

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【全生徒対象】
部活動改革の取組として令和８年４月から実施している
平日の部活動短縮について感じたこと（複数回答可）

中学校生徒向けアンケート

活動時間は減ったが、集中して無駄なく部活動に打ち込めている

活動時間としては満足・ちょうどいい

活動時間が減り（短く感じ）やる気が低下している

活動時間が減ったので、地域のクラブチームや教室等で活動したい

その他

平日の部活動後に勉強や趣味など、自分やりたいことができる

活動時間が減ったので、生活リズムに余裕ができている

活動時間が減り（短く感じ）技術の低下や
大会、コンクールへの影響など不安に感じる

今までと特に変わらない

わからない

・個別では、「活動時間が減り、技術の低下や大会コンクールへの影響など不安を感じる」回答が最も

多かったものの、全体では、部活動時間の短縮に肯定的な回答が否定的な回答を上回りました。

・学校別・学年別で分析したところ、１・２年生は、ほとんどの学校で肯定的な回答が否定的な回答を

上回ったことに対し、３年生では否定的な回答が肯定的な回答を上回る学校も見られました。

・部活動以外に活動場所が少ない、吹奏楽部等で活動する中学生に否定的な回答が多く見られました。

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【全生徒対象】
地域クラブや教室等の活動に求めること（複数回答可）

中学校生徒向けアンケート

初心者でも参加しやすい活動

専門的指導を受け、上位大会での活躍を目指した活動

勝敗や大会等の成績にとらわれない、楽しうことを重視した活動

学校にない競技・種目・活動ができる

その他

一種目だけではなく、様々な競技・種目・活動を体験できる

学校の部活動をカバー・フォローできるような活動

自宅や学校の近くに活動場所があり、参加しやすい活動

友達や仲間の輪が広がる活動

専門的な指導を受けられる活動

将来の自分のやりたいことや夢につながる活動

・生徒は、地域クラブに対し、「技術の向上」よりも「初心者でもはじめられる、参加しや

すい活動」や「友達や仲間と一緒に活動できる環境」を求めています。

・地域クラブには、単なる活動の場としてだけではなく、中学生が多様な人と関わりながら

人間関係を育める「居場所づくり」としての視点が求められています。

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇【全生徒対象：自由記述】
地域クラブで参加したい競技・種目・活動（スポーツ系）

中学校生徒向けアンケート
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ホッケー、トランポリン、アーチェリー、相撲、フラッグフット
居合道、空手、ラグビー、ムエタイ、ボルダリング、ゴルフ
ウェイトリフティング、特にない 等
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赤で示した種目は
現市内中学校部活動にある競技・種目・活動
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〇【全生徒対象：自由記述】
地域クラブで参加したい競技・種目・活動（文化系）

中学校生徒向けアンケート

プログラミング

赤で示した種目は
現市内中学校部活動にある競技・種目・活動

軽音楽・バンド
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その他

和楽器、漫画、ダーツ、びわ湖調査、動画編集、天文学、手話
折紙、ピアノ、三味線、琴、華道、数学、動物飼育
特にない 等



〇回答者のお子様が所属する学校

保護者向けアンケート

〇回答者のお子様の学年

義務教育学校（後期課程）

中学校

12



〇部活動に参加することで、お子様にとってどのような
メリット、効果があると感じますか（複数回答可）

保護者向けアンケート

子どもが興味のあるスポーツや文化活動ができる

子どもの体力づくりやスキルアップができる

継続する力や忍耐力など精神的にたくましくなる

学年を超えた交流ができるなど友人関係が広がる

協調性やコミュニケーション力など社会性が身につく

好きことや得意なことを見つけられる

その他

放課後や休日の居場所になる

その他

・保護者は、部活動が子ども達にとって興味のあるスポーツや文化活動に触れられる機会で

であり、同時に体力や技術の向上に対しても大きな効果があると感じています。

・部活動は、技能や体力の向上だけでなく、仲間との交流や社会性など、子どもたちの成長

を支える多面的な役割を担っていると保護者から評価されていることが分かります。

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇地域クラブや習い事をすることで、お子様にとって
どのようなメリット、効果があると感じますか（複数回答可）

保護者向けアンケート

子どもが興味のあるスポーツや文化活動ができる

子どもの体力づくりやスキルアップができる

継続する力や忍耐力など精神的にたくましくなる

学年を超えた交流ができるなど友人関係が広がる

気分転換になる

協調性やコミュニケーション力など社会性が身につく

好きなことや得意なことが見つけられる

その他

・地域クラブ等に対しても部活動同様に技能や体力の向上だけでなく、仲間との交流や社会

性など、子どもたちの成長を支える精神的効果を期待されていることが分かります。

・子ども達が興味をもった活動に対し、専門的な指導を受けられることにメリットを感じて

いることがわかります。

放課後や休日の居場所になる

専門的な指導を受けられる

子どものレベルや目的に合った活動ができる

小学校、中学校、高校と継続して活動できる

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇部活動の時間短縮実施から2ケ月が経過したが、
子ども達にどのような効果や影響があったか。（複数回答可）

保護者向けアンケート

子どもが自由にできる時間が確保でき
生活リズムに余裕ができている

部活動以外の地域クラブ活動や勉強、趣味など
子どもがしたい活動や体験ができるようになった

子どもの心身の負担が軽減している

特に変化は感じない

技術の低下や大会、コンクールへの影響を心配して
子どもが不安に感じている

・個別では、「特に変化は感じない」の回答が最も多かったものの、全体では生徒の回答に

比べ、部活動の時間短縮に対し、子ども達の家庭での生活態度や、子どもから不安・不満

の声を直接聞くことから、やや否定的に捉えています。

ゲームやスマートフォンを使う時間が増え
子どもの生活リズムが乱れている

その他

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇学校部活動の地域展開に向けて、令和８年３月に発行した
「中学生のための地域クラブ活用ガイドブック」について

保護者向けアンケート

〇「ガイドブック」は見たが、子どもが地域クラブ等では
活動しなかった理由（複数回答可）

子どもが興味のある活動がなかったから

子どもが地域のクラブに参加してまで、活動したいとは思っていないから

子どもが活動したいクラブはあるが、参加費が高かったから

子どもが活動したいクラブはあるが、活動場所まで遠かったから

指導や運営に不安があるから

その他

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇地域クラブや教室等の活動に求めること（複数回答可）
保護者向けアンケート

初心者でも参加しやすい活動

専門的指導を受け、上位大会での活躍を目指した活動

学校の部活動をカバー、フォローできるような活動

学校部活動にない競技・種目・活動ができる

・生徒と同様に、地域クラブに対し、「技術の向上」よりも「初心者でもはじめられる、参

加しやすい活動」や「友達や仲間と一緒に活動できる環境」を求めています。

・学校部活動と同程度の安全管理や指導の質が確保された活動を求めています。

・送迎、当番等の保護者の負担に関する軽減が特に求められています。

保護者負担（送迎・当番等）の軽減

その他

一種目だけではなく、様々な競技・種目・活動を体験できる活動

勝敗等の結果にとらわれ過ぎない、楽しむことを重視した活動

自宅や学校の近くに活動場所があり、参加しやすい活動

友達や仲間の輪が広がる活動

子どもが将来やりたいことや夢につながる活動

しょうがいの有無に関わらず参加しやすい活動

安全管理がしっかりした活動

子どもへの適切な指導や関わり方等、指導者の質が確保された活動

活動費用の負担軽減

見守りなど保護者も参加・協力しやすい活動

子どもの学習や家庭生活と両立しやすい無理のない活動

各回答の割合（％）は、回答者数を分母として算出しています。



〇一か月当たりの地域クラブの会費について
保護者向けアンケート

①平日２回（１回当たり２時間）
②土・日の内１回（１回あたり３時間）

①＋②×４週＝ひと月あたり12回（計28時間）の活動とした場合、
適当と思われる会費について伺っています。
※市内地域クラブの標準的な活動頻度を基にしています。

・令和５年度のアンケ―トでは、2,000円以下の回答が多かったことに対し、今回のアン

ケートでは3,000円の会費負担を適当とする回答が最も多く、 3,000円以上の会費負担を

適当とする回答が全体の約６割強を占めました。



〇回答者の所属する学校 小学６年生向けアンケート

〇小学生が学校外で取り組んでいる活動
（複数回答可）
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〇中学生になったとき参加したい競技・種目・活動
（複数回答可）

小学６年生向けアンケート

赤で示した種目は
現市内中学校部活動にある競技・種目・活動
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